
や
わ
た
は
ち
ま
ん

矢
口
丹
波
記
念
文
庫
は
高
崎
市
八
幡
町
の
群
馬
八
幡
八
幡
宮
の
神
職
を
代
々
務
め

た
、
矢
口
家
の
蔵
書
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
、
八
幡
八
幡
宮
の
参
道
添
い
、

矢
口
家
の
敷
地
内
に
あ
る
。
矢
口
家
の
先
代
、
米
三
氏
の
と
き
に
蔵
書
を
整
理
さ
れ
、

新
た
に
建
て
た
離
れ
に
移
管
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
矢
口
家
は
現
在
は
神
職

を
離
れ
て
い
る
。

群
馬
八
幡
八
幡
宮
、
ま
た
は
上
野
国
一
社
八
幡
宮
は
、
か
っ
て
は
八
幡
村
八
幡
宮
、

ま
た
は
上
野
国
惣
司
八
幡
宮
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
に
村
上
天

皇
の
勅
命
に
よ
り
、
山
城
国
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
。
源
頼
義
が
安
倍
氏
討
伐
の
際
に

祈
願
し
、
ま
た
源
頼
朝
も
木
曾
義
仲
討
伐
の
折
に
参
詣
し
た
と
い
う
。
近
世
に
入
っ
て

も
、
徳
川
家
康
以
下
三
代
が
祈
願
し
て
い
る
。
特
に
家
光
の
尊
崇
は
厚
く
、
慶
安
年
中

に
は
神
領
百
石
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）
。

矢
口
家
に
は
、
古
典
籍
の
他
、
書
画
や
文
書
も
数
多
く
残
る
が
、
本
稿
で
対
象
と
す

る
の
は
本
号
掲
載
の
「
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
蔵
書
目
録
」
収
載
の
古
典
籍
の
み
で
あ
る
。

以
下
「
蔵
書
」
と
い
う
の
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
こ
の
古
典
籍
を
指
す
（
注
２
）
。

蔵
書
の
点
数
は
、
お
よ
そ
一
六
三
五
点
（
注
３
）
、
う
ち
写
本
は
九
三
三
点
（
刊
本
と

は
じ
め
に

高
崎
矢
口
家
に
お
け
る
筆
写
活
動
ｌ
写
本
の
奥
書
を
中
心
に
Ｉ

の
取
り
合
わ
せ
本
含
む
）
。
写
本
の
中
に
は
、
１
０
２
『
鷹
百
首
和
歌
』
や
、
１
４
４

『
新
著
聞
集
」
、
ま
た
１
１
０
９
『
四
シ
谷
雑
談
集
』
な
ど
、
先
行
研
究
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
も
の
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
（
注
４
）
。
ま
た
特
記
す
べ
き
は
、
写
本
の
多

く
に
筆
写
の
日
時
と
筆
写
者
を
明
記
し
た
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
写

本
九
三
三
点
の
う
ち
、
お
よ
そ
四
九
九
点
が
奥
書
を
有
す
る
。
未
詳
の
も
の
も
多
い
が
、

三
七
○
点
は
矢
口
家
の
人
間
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
も
概
ね
、
同
家
や
周
辺
の

人
物
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
写
本
の
奥
書
を
も
と
に
矢
口
家

の
筆
写
活
動
の
概
要
を
略
述
す
る
。

『
〔
矢
口
家
系
図
こ
（
矢
口
米
三
家
文
書
２
１
７
、
以
下
「
文
書
」
）
に
拠
れ
ば
（
注

５
）
、
矢
口
氏
初
代
茂
尊
（
天
正
八
年
〈
一
五
八
○
〉
段
）
は
も
と
三
浦
氏
、

永
禄
十
一
年
辰
年
、
松
枝
小
屋
城
主
越
前
守
春
継
、
武
田
信
玄
ノ
為
二
落
城
。
後

二
君
二
不
仕
、
浪
人
ス
。
下
板
鼻
八
幡
宮
二
大
願
ア
リ
テ
一
七
日
参
籠
、
壹
神
主

ノ
ス
、
メ
ニ
因
テ
ニ
ノ
神
主
ノ
養
子
ト
ナ
ル
。
此
時
ョ
リ
当
家
ノ
姓
ヲ
名
乗
、
矢

ロ
ト
改
。

一
、
筆
写
の
時
期

紅
林
健
志
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と
あ
り
、
一
の
祢
宜
の
薦
め
に
よ
り
、
二
の
祢
宜
の
養
子
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

二
代
敬
重
（
慶
長
十
一
年
〈
一
六
○
六
〉
残
）
の
と
き
に
、
「
居
宅
焼
失
旧
書
成
灰
」

と
あ
り
、
蔵
書
は
こ
れ
以
後
の
も
の
と
な
る
が
、
本
格
的
な
収
集
と
い
い
う
る
の
は
も

う
少
し
後
で
あ
ろ
う
。

と
も
や
す

現
存
す
る
写
本
に
名
前
が
出
る
の
は
七
代
並
保
（
文
化
五
年
〈
一
八
○
八
〉
残
）

か
ら
。
た
だ
し
、
１
５
７
７
「
〔
御
手
本
〕
』
一
点
の
み
。
「
上
州
群
馬
郡
下
小
鳥
村

並
保
」
「
延
享
四
歳
卯
十
一
月
二
十
五
日
」
と
表
紙
に
あ
り
、
厳
密
に
は
奥
書
と
は
い

い
が
た
い
。
ま
た
、
並
保
は
『
〔
矢
口
家
系
図
〕
』
（
文
書
６
０
４
）
に
拠
れ
ば
、
親
類

方
青
木
氏
出
身
の
婿
養
子
で
あ
り
、
婿
に
入
っ
た
の
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
。
延

享
四
年
（
一
七
四
七
）
の
同
書
は
実
家
か
ら
持
参
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
実
父

は
青
木
丑
太
郎
と
い
い
（
注
６
）
、
１
３
８
６
『
〔
見
一
算
他
〕
』
の
奥
書
に
名
前
も
出
る
。

矢
口
家
の
蔵
書
に
は
並
保
の
実
家
よ
り
受
け
継
い
だ
も
の
も
あ
る
と
見
て
よ
い
。

し
か
し
、
重
要
な
の
は
や
は
り
八
代
正
喜
で
あ
ろ
う
。
奥
書
に
拠
っ
て
元
号
ご
と
に

写
本
の
点
数
を
書
き
出
せ
ば
、

延
宝
一
点
享
和
三
二
点

元
禄
五
点
文
化
一
四
○
点

宝
永
二
点
文
政
一
八
点

享
保
四
点
天
保
八
点

元
文
一
点
弘
化
四
点

寛
保
一
点
嘉
永
六
点

延
享
二
点
安
政
八
点

宝
暦
五
点
万
延
一
点

明
和
一
一
点
文
久
二
点

矢
口
正
喜
。
名
は
正
喜
ほ
か
、
重
斯
、
重
友
（
友
重
）
、
重
栄
を
用
い
た
。
通
称
林

之
助
。
号
は
花
鳥
（
花
蝶
）
か
。
八
幡
村
八
幡
宮
の
神
職
と
し
て
主
殿
ま
た
は
丹
波
正

を
称
し
た
。
前
掲
系
図
（
文
書
２
１
７
）
に
、

矢
口
丹
波
正
並
保
嫡
子
雑
学
好
、
写
本
数
万
巻
、
求
本
、
神
書
、
算
法
、
秘

書
、
占
書
、
軍
談
、
歌
書
、
誹
書
、
其
外
雑
書
写
本
、
読
書
二
向
テ
夜
ノ
明
ナ
ン

ト
ス
ル
ヲ
知
ラ
ズ
・
諸
門
弟
子
五
拾
余
人
。
医
書
ヲ
好
、
難
病
ヲ
助
ル
コ
ト
多
シ
・

浮
世
ノ
人
ニ
コ
ビ
不
遊
コ
ト
仙
如
シ
。
六
拾
壹
歳
ニ
テ
卒
去
。
隣
郷
ノ
人
迄
ヲ
シ

ム
。
是
其
徳
ナ
ル
カ
ナ
。
干
時
文
政
二
己
卯
年
六
月
中
八
日
卒
ス
。

と
あ
り
、
文
政
二
年
に
六
十
一
歳
で
段
し
た
と
の
記
事
が
載
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
生
年

は
宝
暦
九
年
。
奥
書
か
ら
年
齢
が
一
致
す
る
も
の
を
挙
げ
、
以
下
に
年
表
風
に
整
理
す

る
。
（
）
内
は
署
名
。
考
証
等
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
▼
印
を
つ
け
て
補
っ
た
。

な
お
、
筆
写
が
複
数
年
に
ま
た
が
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
奥
書
に
署
名
が
あ
れ
ば
、
重

複
し
て
取
り
上
げ
た
が
、
年
次
の
み
の
も
の
に
つ
い
て
は
▼
印
以
下
に
注
記
す
る
に
と

安
永
三
九
点
慶
応
四
点

天
明
六
三
点
明
治
一
六
点

寛
政
一
一
九
点

と
な
り
、
他
に
年
次
不
明
、
署
名
の
み
の
奥
書
を
も
つ
も
の
が
十
点
ほ
ど
あ
る
。
元
号

の
性
質
上
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
や
は
り
安
永
か
ら
文
化
ま
で
の
点
数
が
群

を
抜
い
て
多
い
。
こ
れ
は
正
喜
の
存
生
期
間
と
一
致
す
る
。
そ
こ
で
、
正
喜
の
収
集
に

つ
い
て
、
以
下
で
詳
述
す
る
。

二
、
正
喜
の
筆
写
活
動
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明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
｜
三
歳

三
月
二
二
日
、
１
５
２
２
『
古
手
本
集
』
（
矢
口
氏
）
書
写
。

▼
「
矢
口
氏
」
と
の
み
。
時
期
的
に
正
喜
の
も
の
か
。

安
永
二
年
（
’
七
七
三
）
’
五
歳

三
月
上
旬
、
１
５
２
４
『
古
手
本
集
』
（
矢
口
林
之
助
）
、
１
５
２
１
『
用
文
章
』
（
矢

口
氏
）
、
初
秋
、
７
０
４
『
通
夜
幽
言
録
』
（
矢
口
林
之
助
）
、
八
月
、
１
０
９
４
『
殺

法
転
輪
』
（
矢
口
林
之
助
）
、
末
秋
、
６
８
９
『
天
草
軍
談
』
（
矢
口
林
之
祐
重
斯
）
、
一

一
月
二
四
日
、
１
０
９
７
『
慶
安
太
平
記
』
（
矢
口
林
之
助
）
、
他
、
７
７
６
『
落
穂
集
』

（
重
斯
）
書
写
。

▼
６
８
９
『
天
草
軍
談
』
に
「
三
五
愚
童
写
之
」
「
上
野
国
碓
氷
郡
八
幡
村
／
矢
口
林

之
祐
／
重
斯
（
花
押
）
」
と
あ
る
。
年
齢
が
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
「
林
之
助
（
祐
）

重
斯
」
は
正
喜
と
考
え
ら
れ
る
。
『
殺
法
転
輪
』
『
天
草
軍
談
』
『
慶
安
太
平
記
』
な
ど
、

実
録
が
多
い
の
が
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
録
の
筆
写
に
つ
い
て
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
る
。

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
’
六
歳

六
月
下
旬
、
１
６
３
２
『
箕
輪
軍
記
』
書
写
（
矢
口
林
之
助
藤
原
之
重
斯
）
。

▼
こ
こ
か
ら
、
矢
口
家
の
本
姓
が
藤
原
氏
と
知
ら
れ
る
。

▼
ま
た
『
箕
輪
軍
記
』
は
寛
政
三
年
に
再
度
書
写
さ
れ
て
い
る
。
同
年
の
項
参
照
。

安
永
四
年
（
’
七
七
五
）
’
七
歳

七
月
四
日
、
５
６
６
『
日
向
半
切
』
（
重
斯
）
、
一
二
月
下
旬
、
１
０
８
８
『
加
賀
国

敵
討
』
（
矢
口
林
之
助
）
書
写
。

ど
め
た
。

安
永
五
年
（
’
七
七
六
）
’
八
歳

二
月
吉
日
、
１
０
１
４
『
神
路
の
事
ふ
れ
』
（
矢
口
林
之
祐
）
、
同
上
旬
、
８
４
４
『
新

板
／
三
界
一
心
記
」
（
矢
口
林
之
助
重
斯
）
、
同
下
旬
、
１
５
５
５
『
手
本
重
宝
記
」
（
矢

口
林
之
助
）
、
二
月
二
二
日
、
７
５
６
『
唐
詩
三
物
」
（
重
斯
）
書
写
。

安
永
六
年
（
’
七
七
七
）
’
九
歳

二
月
一
二
日
、
７
８
４
『
小
夜
時
雨
』
（
矢
口
林
之
助
）
書
写
。

安
永
七
年
（
’
七
七
八
）
二
○
歳

五
月
一
九
日
、
１
６
２
７
『
中
臣
祓
松
風
紗
』
（
四
五
愚
竜
）
、
閏
七
月
廿
六
日
、
１

３
２
９
『
参
河
後
風
土
記
』
巻
四
十
四
・
四
十
五
（
矢
口
林
之
助
）
、
他
、
５
７
０
『
北

条
盛
衰
記
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

▼
『
中
臣
祓
松
風
紗
』
は
年
齢
に
よ
り
正
喜
と
し
た
。
こ
の
年
よ
り
「
主
殿
」
の
称
を

用
い
る
。

▼
１
３
２
９
『
参
河
後
風
土
記
』
の
書
写
は
一
部
の
み
。
同
書
は
安
永
四
年
か
ら
断
続

的
に
写
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
署
名
の
あ
る
奥
書
の
み
採
録
し
て
い
る
。
な
お
、

同
書
は
『
難
波
戦
記
』
と
の
合
綴
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
天
明
元
年
の
項
参
照
。

安
永
八
年
（
’
七
七
九
）
二
一
歳

正
月
六
日
、
１
５
０
２
『
山
水
秘
伝
抄
』
（
矢
口
氏
）
、
二
月
一
日
、
１
２
６
４
『
た

み
や
も
の
が
た
り
』
（
矢
口
重
斯
）
、
他
、
１
３
２
７
『
通
俗
呉
越
軍
談
』
（
矢
口
林
之

助
）
書
写
。

▼
『
た
み
や
も
の
が
た
り
』
奥
書
に
は
、
「
安
永
四
己
亥
歳
二
月
朔
日
」
「
矢
口
重
斯
二

十
一
歳
」
と
あ
る
。
己
亥
は
安
永
四
年
で
は
な
く
、
安
永
八
年
。
年
齢
も
合
致
す
る
た

め
、
こ
ち
ら
に
採
録
。

安
永
九
年
（
’
七
八
○
）
二
二
歳
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六
月
上
旬
～
七
月
二
九
日
、
２
２
８
『
新
鎮
纂
集
諸
家
全
書
大
成
断
易
天
機
下
』

（
花
鳥
）
、
九
月
二
日
、
６
３
１
『
鼈
頭
助
語
辞
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
二
日
、
６
１

３
『
紫
薇
字
様
』
（
花
鳥
）
。
一
○
月
二
○
日
、
１
２
７
９
『
神
皇
正
統
記
』
（
矢
口
主

殿
）
書
写
。

▼
「
花
鳥
（
花
蝶
）
」
号
は
、
２
２
８
の
奥
書
に
廿
二
歳
と
あ
る
他
、
翌
天
明
元
年
写

の
８
６
９
『
讐
討
岩
井
実
記
』
に
も
廿
三
歳
、
十
五
年
後
の
寛
政
七
年
写
の
６
８
４
『
上

瑠
璃
秘
曲
集
』
（
こ
ち
ら
は
「
花
蝶
」
）
に
も
三
十
七
歳
と
あ
り
、
正
喜
と
年
齢
が
一
致

す
る
。
さ
ら
に
、
７
０
９
『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
（
安
永
十
年
写
）
の
奥
書
で
は
、
巻
を

換
え
て
、
「
矢
口
林
之
助
」
と
「
花
蝶
」
の
二
つ
の
名
で
写
し
て
い
る
。
花
鳥
（
花
蝶
）

と
正
喜
を
別
人
と
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
こ
の
「
花
鳥
」
号
を
俳
号
に
持
つ
人
物
が
、
矢
口
家
の
俳
書
中
に
散
見
さ
れ
る
。

文
化
四
年
序
の
２
０
「
花
供
養
』
に
入
集
す
る
ほ
か
、
５
８
『
〔
発
句
集
〕
点
取
』
に

二
首
、
６
２
『
〔
精
義
点
発
句
集
〕
」
に
六
首
、
７
９
『
〔
咄
雪
斎
点
発
句
集
〕
』
に
二
首
、

１
６
３
７
『
〔
点
取
俳
譜
〕
』
に
五
首
の
句
を
見
出
せ
る
。
６
２
と
１
６
３
７
で
は
「
天

・
花
鳥
」
と
あ
り
、
最
高
位
を
獲
得
し
て
い
る
。
俳
譜
に
も
な
か
な
か
の
才
覚
を
顕
し

た
と
思
し
い
。
所
書
き
は
ヤ
ハ
タ
。
あ
る
い
は
こ
れ
も
正
喜
の
こ
と
か
。

な
お
、
７
９
と
１
６
３
７
に
は
、
正
喜
の
子
、
一
多
も
初
号
の
涼
風
で
出
る
。

▼
ま
た
、
１
４
８
５
『
五
色
墨
』
の
書
写
奥
書
に
「
安
永
九
年
庚
子
五
月
十
二
日
写
之

／
雄
（
花
押
）
二
拾
二
歳
」
と
あ
り
、
年
齢
が
一
致
す
る
の
で
、
こ
れ
も
正
喜
の
筆
写

と
考
え
る
べ
き
か
。
未
詳
。

天
明
元
年
（
’
七
八
一
）
二
三
歳

正
月
一
○
日
、
９
９
８
『
敵
討
魚
名
劔
』
（
矢
口
主
殿
重
斯
）
、
同
一
二
日
、
１
５
２

５
『
古
手
本
集
』
（
廿
三
歳
）
、
三
月
、
１
３
２
９
『
難
波
戦
記
』
巻
五
（
矢
口
重
斯
）
、

三
月
～
七
月
、
７
０
９
『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
（
矢
口
林
之
助
重
斯
・
花
蝶
）
、
九
月
九
日
、

１
２
６
６
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
（
矢
口
氏
）
、
同
一
五
日
、
７
０
０
『
厳
秘
／
藤
竹
武

蔵
鐙
』
（
矢
口
主
殿
重
友
）
、
同
二
○
・
二
二
・
二
五
日
、
１
３
２
８
『
通
俗
三
国
志
』

（
矢
口
氏
・
花
蝶
）
、
二
月
一
三
日
、
８
６
９
『
讐
討
岩
井
実
記
』
（
花
鳥
）
書
写
。

▼
１
３
２
８
『
通
俗
三
国
志
』
は
天
明
四
・
五
年
に
も
残
り
を
書
写
し
て
い
る
。
同
年

の
項
参
照
。

▼
こ
の
年
の
九
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
「
重
斯
」
に
換
え
、
「
重
友
」
の
名
を
使
う
よ

う
に
な
る
。
重
友
の
年
齢
は
基
本
的
に
正
喜
と
一
致
す
る
。
改
名
し
た
も
の
と
判
断
し

た
。▼

右
に
挙
げ
た
も
の
の
他
に
、
年
次
未
詳
な
が
ら
「
林
之
助
」
「
重
斯
」
の
奥
書
を
も

つ
写
本
を
以
下
に
列
挙
す
れ
ば
、
７
０
１
『
近
代
公
実
厳
秘
録
』
（
矢
口
林
之
助
）
、
８

７
４
『
油
井
根
元
記
』
（
重
斯
）
、
９
３
１
『
日
光
郡
鄭
枕
』
（
矢
口
林
之
助
重
斯
）
、
１

０
１
８
『
天
照
皇
大
神
宮
・
弘
法
大
師
諸
国
抜
参
夢
物
語
』
（
矢
口
林
之
助
）
、
１
２
７

８
『
神
代
巻
』
（
重
斯
）
と
な
る
。
こ
れ
ら
も
こ
の
年
ま
で
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る

》
『
ノ
Ｏ天

明
二
年
（
’
七
八
二
）
二
四
歳

五
月
二
七
日
、
１
４
５
『
曾
我
物
語
』
巻
一
～
五
（
矢
口
主
殿
友
重
）
、
他
、
１
３

２
５
『
信
長
記
』
（
矢
口
友
重
）
書
写
。

▼
１
４
５
『
曾
我
物
語
』
巻
六
～
十
二
は
安
永
五
年
の
書
写
（
署
名
を
未
確
認
の
た
め
、

同
年
の
項
に
は
未
載
）
。
な
お
、
「
重
友
」
で
は
な
く
、
「
友
重
」
と
あ
る
が
、
年
齢
が

「
廿
四
歳
」
と
一
致
す
る
の
で
、
正
喜
と
し
た
。

天
明
三
年
（
’
七
八
三
）
二
五
歳

二
月
二
○
日
、
６
９
９
『
通
俗
武
王
軍
談
」
（
矢
口
主
殿
重
友
）
、
四
月
五
～
七
日
、
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５
８
０
『
薩
琉
軍
談
』
（
矢
口
重
友
）
、
九
月
二
一
～
二
二
日
、
９
５
８
『
普
世
俗
談
』

（
矢
口
主
殿
藤
原
重
友
）
書
写
。

▼
６
９
９
『
通
俗
武
王
軍
談
』
の
奥
書
は
複
数
あ
り
、
署
名
の
あ
る
巻
の
日
付
を
と
っ

た
。
そ
の
他
、
正
月
、
二
月
、
十
月
、
十
一
月
に
書
写
し
て
い
る
。
な
お
、
署
名
の
あ

る
巻
二
十
四
の
奥
に
は
「
天
明
二
年
」
「
行
年
廿
五
歳
」
と
あ
る
が
、
天
明
二
年
に
正

喜
は
二
十
四
歳
の
た
め
棚
鵬
す
る
。
同
じ
く
同
文
庫
所
蔵
の
『
矢
口
丹
波
正
日
記
』
天

明
三
年
正
月
十
八
日
の
条
に
、
「
十
八
朝
よ
り
天
気
善
、
風
吹
。
武
王
十
四
巻
書
始
」

と
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
天
明
三
年
の
誤
記
と
判
断
し
た
。
な
お
、
『
矢
口
丹
波
正
日

記
』
は
正
喜
と
一
多
二
代
の
手
に
な
る
日
記
だ
が
、
本
の
筆
写
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
記
事
が
な
く
、
こ
の
箇
所
は
非
常
に
珍
し
い
。

天
明
四
年
（
’
七
八
四
）
二
六
歳

正
月
八
～
九
日
、
１
１
２
１
『
奥
平
家
士
敵
討
細
顕
記
』
（
矢
口
主
殿
藤
原
重
友
）
、

閨
正
月
一
七
～
一
八
日
、
１
６
７
『
見
聞
独
歩
行
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
五
～
二
七
日
、

１
１
１
６
『
秋
田
杉
直
物
語
」
（
矢
口
主
殿
藤
原
重
友
）
、
三
月
一
五
～
一
七
日
、
１
１

１
５
『
和
州
小
泉
／
敵
討
親
子
塚
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
四
日
、
１
５
９
『
紅
毛
談
』

（
矢
口
主
殿
）
・
１
２
６
０
『
番
町
皿
屋
敷
実
録
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四
月
三
日
、
６
９

６
『
伊
藤
一
刀
斎
剣
術
物
語
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
二
日
、
１
２
５
６
『
賊
禁
秘
誠
談

石
川
五
右
ヱ
門
』
（
矢
口
主
殿
藤
原
重
友
）
、
五
月
二
四
日
～
七
月
一
日
、
１
２
５
８

『
古
今
武
家
盛
衰
記
按
書
』
（
矢
口
主
殿
）
、
六
月
一
五
日
、
１
１
１
０
『
石
井
明
道
志
』

（
矢
口
主
殿
）
、
八
月
、
９
６
７
『
花
秘
書
』
（
主
殿
）
、
九
月
二
八
日
、
１
２
１
５
『
日

本
水
土
考
』
（
矢
口
主
殿
重
友
）
、
一
○
月
、
１
０
８
４
『
護
国
女
太
平
記
』
（
矢
口
主

殿
）
一
○
月
二
六
～
一
二
月
七
日
、
１
３
２
８
『
通
俗
三
国
志
』
巻
三
十
五
～
五
十
（
矢

口
主
殿
）
書
写
。

天
明
五
年
（
’
七
八
五
）
二
七
歳

三
月
二
一
～
二
四
（
巻
二
）
・
二
七
日
（
巻
四
）
、
『
通
俗
三
国
志
」
（
矢
口
主
殿
藤
原

重
友
・
矢
口
主
殿
）
、
八
月
一
四
日
、
１
１
１
３
『
阿
淡
夢
物
語
／
後
篇
全
』
（
矢
口
主

殿
）
、
同
一
六
日
、
１
１
１
４
『
阿
淡
夢
物
語
／
後
篇
鳴
戸
の
曙
』
（
矢
口
主
殿
）
、
九

月
五
日
、
１
３
４
『
徳
和
歌
後
万
載
集
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

天
明
六
年
（
’
七
八
六
）
二
八
歳

二
月
三
～
五
日
、
７
１
１
『
婦
女
武
勇
集
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
六
～
七
日
、
１
２
６

２
『
牡
丹
畑
敵
討
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四
月
二
二
～
二
五
日
、
１
１
０
８
『
加
州
金
沢
物

語
実
録
』
（
矢
口
主
殿
）
、
八
月
一
四
～
一
五
日
、
７
０
２
『
仇
討
今
様
東
鑑
』
（
矢
口

主
殿
重
友
）
、
九
月
二
一
日
（
天
巻
）
、
同
二
三
日
（
人
巻
）
、
７
７
８
『
神
武
権
衡
録
』

（
重
友
）
、
同
二
五
日
、
７
１
２
『
神
武
権
衡
録
』
（
矢
口
氏
）
、
一
○
月
二
日
、
１

０
９
９
『
悪
念
刃
の
錆
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

▼
『
神
武
権
衝
録
』
７
７
８
は
天
・
人
巻
、
７
１
２
は
地
巻
。

天
明
七
年
（
’
七
八
七
）
二
九
歳

二
月
三
～
七
日
、
６
０
９
『
勢
州
二
宮
御
祓
銘
論
記
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
一
日
、

１
２
９
２
『
身
躰
柱
立
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
三
○
歳

正
月
二
一
日
、
８
７
３
『
敵
討
四
士
談
話
』
（
矢
口
主
殿
重
栄
）
、
三
月
七
～
九
日
、

１
２
４
９
『
火
車
乗
行
録
』
（
矢
口
主
殿
）
、
六
月
一
二
日
、
９
２
９
『
家
内
用
心
集
』

（
矢
口
主
殿
）
、
七
月
二
八
日
～
八
月
一
日
、
１
３
９
３
『
開
承
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、

他
、
９
２
３
『
家
内
続
集
／
用
心
警
瞼
草
』
（
矢
口
主
殿
）
、
９
８
６
『
仙
翁
選
駒
組
／

将
棊
啓
蒙
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

▼
８
７
３
『
敵
討
四
士
談
話
』
の
奥
書
に
「
上
州
碓
氷
郡
八
幡
村
矢
口
主
殿
行
年
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三
十
歳
重
栄
（
花
押
）
」
と
あ
る
。
年
齢
や
「
主
殿
」
の
称
を
用
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、

正
喜
の
こ
と
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
前
年
ま
で
用
い
て
い
た
「
重
友
」
は
こ
の
年
を

境
に
し
ば
ら
く
使
わ
れ
な
く
な
る
。
改
称
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
た
だ
し
文
化
三
年
の

１
１
６
２
『
神
代
医
書
大
同
類
聚
方
』
な
ど
に
使
用
例
が
あ
る
。
後
述
。

▼
ま
た
、
こ
の
年
は
一
点
だ
け
だ
が
、
和
算
の
本
（
１
３
９
３
『
開
承
算
法
』
）
が
あ

る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
和
算
の
本
は
こ
れ
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
翌
年
か
ら
か

な
り
精
力
的
に
筆
写
す
る
よ
う
に
な
り
、
蔵
書
全
体
で
も
大
き
な
位
置
を
占
め
る
。

矢
口
家
が
神
主
を
務
め
た
群
馬
八
幡
八
幡
宮
に
は
、
三
点
の
算
額
が
現
存
す
る
。
そ

の
最
古
の
も
の
は
文
化
七
年
の
小
野
良
佐
栄
重
と
そ
の
門
人
の
奉
納
に
な
る
も
の
。
栄

重
は
は
じ
め
天
明
七
年
に
算
額
を
奉
納
、
そ
れ
が
摩
滅
し
た
た
め
、
文
化
七
年
に
再
度

奉
納
し
た
と
い
う
。
矢
口
家
に
あ
る
三
種
の
系
図
の
う
ち
、
一
種
（
文
書
６
０
３
）
は
、

正
喜
に
つ
い
て
、
「
算
術
ヲ
好
、
板
鼻
小
野
良
佐
友
人
タ
リ
」
と
述
べ
る
。
天
明
七
年

の
栄
重
の
算
額
奉
納
を
契
機
と
し
て
、
栄
重
と
の
交
誼
お
よ
び
正
喜
の
和
算
へ
の
傾
倒

が
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

小
野
栄
重
は
、
宝
暦
十
三
年
生
。
寛
政
元
年
に
江
戸
に
出
て
藤
田
貞
資
に
学
ぶ
。
伊

能
忠
敬
に
つ
い
て
東
海
と
北
陸
の
海
岸
の
測
量
に
従
事
。
享
和
三
年
に
郷
里
の
上
野
板

鼻
に
帰
り
、
剣
持
章
行
ら
の
門
弟
を
育
て
た
。
天
保
二
年
死
去
。
六
九
歳
。
本
姓
は
須

藤
。
通
称
は
捨
五
郎
、
良
佐
。
号
は
子
巌
。
著
作
に
「
弧
背
真
術
弁
解
」
「
星
測
量
地

録
」
な
ど
（
注
７
）
。

な
お
、
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
算
額
の
う
ち
一
点
は
、
栄
重
門
人
の
岩
井
重
遠

の
手
に
な
る
も
の
。
奉
納
は
、
子
の
一
多
の
代
に
な
さ
れ
て
い
る
。
二
代
に
渡
り
、
栄

重
一
門
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
（
注
８
）
。

寛
政
元
年
（
’
七
八
九
）
三
一
歳

正
月
二
八
～
二
九
日
、
１
２
８
４
『
天
満
宮
御
伝
記
』
（
矢
口
重
栄
）
、
二
月
一
二
～

二
七
日
、
１
０
４
９
『
活
要
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、
三
月
二
日
、
５
７
９
『
雑
豆
鼻
糞

軍
談
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
九
～
一
六
日
、
１
４
０
６
『
拾
磯
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四

月
一
四
日
、
１
３
６
２
『
蝕
算
活
法
暦
率
』
（
矢
口
主
殿
）
、
五
月
七
（
下
）
・
一
○
日

（
上
中
）
、
１
４
０
８
『
精
要
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、
六
月
一
日
、
１
３
４
０
『
換
号

之
訣
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
九
～
二
二
日
、
７
６
４
『
諸
州
巡
覧
記
』
（
矢
口
主
殿
）
、

同
二
一
～
二
三
日
、
１
０
８
５
『
森
鏡
邪
正
録
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
九
日
、
１
４
１

０
『
闘
微
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、
七
月
二
日
、
８
５
９
『
雨
や
ど
り
』
（
矢
口
氏
）
、

同
二
日
、
５
０
『
ぱ
せ
を
翁
十
六
篇
』
（
矢
口
重
栄
）
、
一
○
月
三
日
、
１
２
１
０
『
植

崎
九
八
郎
存
念
書
写
』
（
矢
口
氏
）
、
同
四
日
、
１
０
８
９
『
農
家
功
夫
伝
』
（
矢
口
主

殿
）
、
二
月
一
日
、
１
２
０
０
『
地
方
相
伝
洗
撰
集
』
（
矢
口
重
栄
）
書
写
。

▼
１
４
０
６
『
拾
磯
算
法
』
は
、
巻
二
～
五
は
三
月
の
書
写
だ
が
、
巻
一
の
み
八
月
。

寛
政
二
年
（
’
七
九
○
）
三
二
歳

正
月
四
～
五
日
、
１
０
９
５
『
安
明
間
記
』
（
矢
口
重
栄
）
、
同
五
～
六
日
、
１
２
５

３
『
信
州
仙
人
床
』
（
矢
口
重
栄
）
、
同
六
日
、
１
１
８
３
「
屋
畑
山
吹
猫
物
語
』
（
矢

口
主
殿
）
、
同
八
日
、
１
４
１
２
『
非
改
精
算
法
」
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
○
日
、
６
４

３
Ａ
『
娯
息
斎
詩
文
集
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四
月
一
九
～
二
○
日
、
１
９
５
『
等
則
蒙
求

百
題
』
（
矢
口
重
栄
）
、
五
月
二
日
、
１
３
６
９
『
精
要
算
法
解
義
』
（
矢
口
主
殿
）
、

六
月
一
～
六
日
、
１
０
５
０
『
神
壁
算
法
／
上
下
／
解
惑
弁
誤
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一

八
日
、
１
３
７
４
『
関
流
算
術
」
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
六
日
、
１
３
５
３
『
算
梯
拾

巻
』
（
矢
口
主
殿
）
、
八
月
一
二
日
、
１
３
９
６
『
竿
頭
算
法
中
学
算
法
答
術
』
（
矢

口
主
殿
）
、
九
月
一
○
日
、
１
０
９
８
『
女
敵
討
豫
譲
衣
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
二
日
、

１
２
６
５
『
冨
永
伝
記
」
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
六
日
、
１
４
０
３
『
算
法
学
海
』
（
矢
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口
主
殿
）
書
写
。

寛
政
三
年
（
’
七
九
一
）
三
三
歳

正
月
一
○
日
、
１
５
１
６
「
箕
輪
軍
記
実
録
』
（
矢
口
氏
重
栄
）
、
二
月
三
日
、
８
７

６
『
浜
嶋
正
兵
衛
一
代
記
』
（
矢
口
主
殿
）
、
六
月
一
二
～
一
三
日
、
１
０
８
７
『
濃
州

稚
敵
討
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
三
日
、
９
５
０
『
絵
本
雨
や
ど
り
』
（
矢
口
主
殿
）
、
一

一
月
四
日
、
１
４
０
７
『
小
学
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

▼
１
５
１
６
だ
が
、
『
箕
輪
軍
記
』
は
安
永
三
年
に
す
で
に
書
写
し
て
い
る
（
１
６
３

２
）
。
た
だ
し
、
１
６
３
２
の
奥
書
に
は
悪
筆
ゆ
え
、
誤
字
落
字
が
多
い
旨
を
断
っ
て

い
る
。
正
確
な
本
文
を
期
し
て
再
度
書
写
し
た
も
の
か
。

寛
政
四
年
（
’
七
九
二
）
三
四
歳

正
月
九
日
、
８
５
８
『
眠
の
策
』
（
矢
口
氏
）
、
閨
二
月
五
日
～
七
日
、
１
０
９
３
『
甲

金
録
』
（
矢
口
重
栄
）
、
四
月
一
三
～
二
四
日
、
７
８
３
『
国
朝
旧
章
録
』
（
矢
口
主
殿
）
、

五
月
一
七
～
一
九
日
、
１
０
９
６
『
阿
淡
夢
物
語
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
三
日
～
六
月

一
日
、
１
２
５
７
『
鯵
躯
秀
英
／
敵
討
狩
場
野
雪
』
（
矢
口
主
殿
）
、
七
月
二
五
～
二
七

日
、
１
３
５
２
『
載
積
之
伝
』
（
矢
口
重
栄
）
、
八
月
一
日
、
１
３
３
０
『
一
周
零
約
術

／
自
約
術
壕
積
』
（
矢
口
主
殿
）
、
一
二
月
二
三
～
二
四
日
、
９
１
５
『
祖
侠
太
平
策
』

（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
五
歳

正
月
一
日
、
６
２
５
『
執
筆
溌
鐙
法
式
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
日
～
五
日
、
８
６
６
『
小

長
家
騒
記
』
（
矢
口
主
殿
）
、
二
月
一
二
日
、
１
９
４
『
陰
陽
数
元
録
』
（
矢
口
主
殿
）
、

三
月
二
一
日
、
１
２
４
０
『
課
文
筌
蹄
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四
月
一
九
日
、
１
１
９
３
『
地

方
要
法
記
』
（
矢
口
主
殿
）
、
七
月
二
六
日
、
５
１
『
俳
譜
七
部
集
』
（
矢
口
重
栄
）
、
八

月
二
・
二
七
日
、
３
１
９
『
〔
俳
譜
三
玉
抄
・
俳
譜
六
体
・
四
季
百
題
〕
』
（
矢
口
主
殿
）
、

同
一
九
～
二
○
日
、
１
１
９
８
『
御
定
法
聞
書
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
五
・
二
七
日
、

９
７
５
『
経
済
録
』
（
矢
口
主
殿
）
、
二
月
四
日
、
１
４
５
３
『
閨
の
秋
風
』
（
矢
口

主
殿
重
栄
）
、
同
二
六
～
二
七
日
、
７
６
５
『
南
留
別
志
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

▼
『
諜
文
筌
蹄
』
、
『
南
留
別
志
』
な
ど
、
祖
棟
の
著
作
が
数
点
見
ら
れ
る
。
前
年
の
『
祖

侠
太
平
策
』
、
後
の
寛
政
九
年
の
『
政
談
』
と
併
せ
て
、
当
時
の
正
喜
の
関
心
が
窺
え

る
と
こ
ろ
か
。

寛
政
六
年
（
’
七
九
四
）
三
六
歳

一
二
月
一
六
日
、
１
０
７
『
三
十
六
寄
仙
書
法
伝
』
（
矢
口
氏
）
、
他
、
１
０
７
３
『
庖

瘡
禁
厭
秘
伝
集
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

寛
政
七
年
（
’
七
九
五
）
三
七
歳

三
月
一
五
～
一
六
日
、
２
８
『
俳
譜
七
部
捜
／
棚
さ
か
し
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四
月
一

六
～
一
八
日
、
７
８
７
『
滑
川
談
』
（
矢
口
主
殿
）
、
七
月
一
四
日
、
６
８
４
『
上
瑠
璃

秘
曲
集
』
（
花
蝶
）
、
二
月
七
～
九
日
、
１
０
９
１
『
敵
討
松
浦
衣
笠
』
（
矢
口
主
殿
）
、

九
月
一
○
～
一
三
日
、
１
１
８
４
『
御
神
君
御
遺
訓
』
（
矢
口
正
喜
）
書
写
。

▼
本
年
か
ら
系
図
の
「
正
喜
」
を
用
い
る
。
た
だ
こ
の
「
正
喜
」
も
享
和
二
年
か
ら
文

化
四
年
の
間
、
使
用
が
確
認
で
き
ず
、
文
化
三
年
に
再
び
「
重
友
」
を
使
用
し
て
い
る

例
が
あ
る
な
ど
錯
綜
し
て
お
り
、
留
意
が
必
要
。
な
お
「
重
栄
」
は
以
降
使
わ
れ
な
い
。

寛
政
八
年
（
’
七
九
六
）
三
八
歳

二
月
一
六
～
二
○
日
、
１
３
１
３
『
柳
営
年
中
行
事
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

寛
政
九
年
（
’
七
九
七
）
三
九
歳

四
月
一
～
六
日
、
７
７
７
『
政
談
』
（
矢
口
主
殿
）
、
八
月
六
日
、
９
４
９
『
売
ト
先

生
安
楽
伝
授
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

寛
政
一
○
年
（
’
七
九
八
）
四
○
歳

97



八
月
二
七
日
、
１
３
９
０
『
新
編
地
方
算
法
集
』
（
矢
口
正
喜
）
、
九
月
一
二
日
、
１

１
４
４
『
秘
法
腹
候
伝
」
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

寛
政
一
二
年
（
一
八
○
○
）
四
二
歳

正
月
六
日
、
１
２
１
９
『
道
二
翁
道
話
』
（
四
十
二
才
）
、
三
月
一
二
日
、
５
２
『
鶉

衣
（
前
編
こ
（
四
十
二
才
）
、
同
一
五
～
一
九
日
、
７
７
９
『
都
鄙
問
答
』
（
矢
口
主
殿
）
、

四
月
四
日
、
１
０
７
４
『
献
立
合
戦
』
（
四
十
弐
才
）
、
七
月
一
五
～
一
六
日
、
１
６
８

『
本
朝
国
語
』
（
矢
口
氏
）
、
八
月
二
日
、
３
４
８
『
梅
毒
千
斤
方
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同

七
日
、
１
５
１
３
『
浅
間
焼
大
変
記
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
二
～
一
三
日
、
１
１
７
９

『
病
因
考
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
三
～
一
六
日
、
１
１
４
８
『
類
聚
方
』
（
矢
口
主
殿
）
、

九
月
四
日
、
１
１
４
３
『
刻
傷
寒
論
』
（
矢
口
氏
）
書
写
。

▼
こ
の
年
、
『
梅
毒
千
斤
方
』
、
『
病
因
考
』
、
『
類
聚
方
』
、
『
刻
傷
寒
論
』
の
四
点
の
医

書
を
書
写
し
て
い
る
。
前
掲
の
系
図
に
「
医
書
ヲ
好
、
難
病
ヲ
助
ル
コ
ト
多
シ
」
と
あ

る
。
医
書
の
筆
写
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。

享
和
元
年
（
’
八
○
｜
）
四
三
歳

正
月
六
日
、
４
４
『
鶉
衣
（
後
編
こ
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
二
日
、
１
４
１
１
『
撲

乱
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、
七
月
一
四
日
、
１
１
８
０
『
医
事
或
問
』
（
矢
口
主
殿
）
、
八

月
八
日
、
１
４
６
１
『
薬
徴
』
（
矢
口
正
喜
）
、
一
○
月
二
九
日
、
１
０
８
６
「
敵
討
飯

沼
始
末
録
』
（
矢
口
氏
）
、
二
月
二
五
日
～
一
二
月
一
二
日
、
５
６
５
『
豊
臣
鎮
西
軍

記
』
（
四
十
三
才
）
、
同
一
六
～
二
○
日
、
１
１
５
７
『
古
方
便
覧
』
（
矢
口
氏
）
、
同
二

七
日
、
１
１
７
３
『
上
池
秘
録
続
編
』
（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

▼
１
０
８
６
『
敵
討
飯
沼
始
末
録
』
に
は
年
齢
が
な
い
、
こ
の
こ
ろ
子
の
一
多
（
牧
太

郎
）
も
さ
か
ん
に
実
録
を
書
写
し
て
お
り
、
厳
密
に
言
え
ば
ど
ち
ら
と
も
決
め
が
た
い
。

「
矢
口
氏
」
を
使
う
頻
度
が
正
喜
の
方
が
や
や
多
い
た
め
、
仮
に
正
喜
と
し
た
。
ま
た
、

享
和
元
年
は
四
十
三
歳
の
は
ず
だ
が
、
１
１
７
３
『
上
池
秘
録
続
編
』
に
は
「
四
十
四

歳
」
と
あ
る
。
誤
記
か
。

▼
５
６
５
『
豊
臣
鎮
西
軍
記
』
は
第
四
冊
の
み
文
化
三
年
写
。

享
和
二
年
（
’
八
○
二
）
四
四
歳

正
月
七
日
、
９
９
９
『
厳
密
秘
談
集
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四
月
八
日
、
４
５
６
『
漫
遊

雑
記
」
（
矢
口
氏
）
、
七
月
二
日
、
１
０
８
１
『
田
沼
物
語
』
（
矢
口
主
殿
）
、
九
月
九

日
、
１
６
２
６
『
山
脇
家
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
六
日
、
１
４
５
２
『
文
藻
行
療
』

（
矢
口
主
殿
）
、
一
○
月
一
三
日
、
１
１
２
８
『
療
治
茶
談
／
四
編
』
（
矢
口
主
殿
）
書

写
。享

和
三
年
（
’
八
○
三
）
四
五
歳

正
月
五
～
一
○
日
、
１
９
２
『
相
学
辨
蒙
』
（
矢
口
主
殿
）
、
閨
正
月
一
五
日
、
１
３

５
４
『
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、
二
月
一
九
日
、
９
１
０
『
我
津
衛
」
（
矢
口
）
、
同
二
五

日
、
１
０
７
２
『
五
体
和
合
／
膳
隠
居
』
（
矢
口
主
殿
）
、
三
月
七
日
、
１
１
５
８
『
竪

断
』
（
矢
口
主
殿
）
、
六
月
二
六
日
、
５
６
０
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
（
巻
四
こ
（
矢
口
主

殿
）
、
一
○
月
二
八
日
、
１
２
９
３
『
諸
祓
祝
詞
集
』
（
矢
口
主
殿
）
、
一
二
月
二
日
、

４
３
５
『
本
草
或
間
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
三
（
巻
二
）
・
二
九
日
（
巻
二
、
７
８
６

『
本
草
綱
目
纂
疏
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
○
日
、
１
２
５
５
『
残
編
大
久
保
武
蔵
鐙
』

（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

▼
９
１
０
「
我
津
衛
』
は
心
学
の
本
。
同
書
の
奥
書
は
「
矢
口
」
以
下
が
鼠
害
に
よ
り

欠
け
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
は
同
定
で
き
な
い
が
、
同
時
期
に
『
五
体
和
合
／
膳
隠
居
』

と
い
う
こ
れ
も
心
学
の
本
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
正
喜
と
し
た
。
な
お
、

心
学
は
正
喜
が
こ
の
後
、
精
力
的
に
書
写
し
て
ゆ
く
ジ
ャ
ン
ル
と
な
る
。

文
化
元
年
（
’
八
○
四
）
四
六
歳
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四
月
一
九
日
、
１
５
１
『
田
園
類
説
（
坤
巻
こ
（
矢
口
氏
）
、
同
二
六
日
、
９
２
２

『
田
園
類
説
（
乾
巻
こ
（
矢
口
氏
）
、
九
月
一
四
日
、
８
６
２
『
中
山
記
』
（
矢
口
主
殿
）

書
写
。

文
化
二
年
（
’
八
○
五
）
四
七
歳

正
月
七
日
、
１
１
６
４
『
疹
科
治
法
綱
』
（
矢
口
主
殿
）
、
三
月
九
日
、
７
８
１
『
和

漢
雑
談
夜
話
抜
書
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四
月
一
七
日
、
１
３
３
５
①
『
貸
金
年
賦
算
同
聞

書
』
（
矢
口
主
殿
）
・
１
３
４
３
「
裁
積
伝
円
濤
之
解
」
（
矢
口
主
殿
）
、
五
月
三
日
、
１

６
０
９
『
和
解
／
元
亨
釈
書
』
（
矢
口
主
殿
）
、
八
月
三
日
、
１
１
１
２
『
憲
王
外
記
』

（
矢
口
主
殿
）
、
同
一
七
～
一
八
日
、
１
４
４
『
新
著
聞
集
』
（
矢
口
主
殿
）
、
九
月
一

七
日
、
１
１
７
６
『
幼
斎
治
疫
要
訳
』
（
矢
口
主
殿
）
、
一
二
月
一
四
日
、
１
５
４
『
上

野
志
略
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
三
日
、
９
５
２
『
戯
場
粋
幕
の
外
』
（
矢
口
主
殿
）
書

写
。▼

１
３
４
３
は
三
点
を
合
綴
。
残
り
二
点
は
、
文
化
七
年
と
九
年
に
書
写
し
て
い
る
。

当
該
年
参
照
。

▼
他
、
『
加
減
開
整
術
』
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
、
『
中
興
和
算
家
系
図
』
（
日
本

学
士
院
蔵
、
目
録
番
号
五
九
七
四
）
を
書
写
。
ど
ち
ら
も
署
名
は
「
矢
口
主
殿
」
。
東

北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
同
館
の
和
算
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、
日
本

学
士
院
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
『
日
本
学
士
院
所
蔵
和
算
資
料
目
録
』
（
岩
波
書
店
、
二

○
○
二
）
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。
な
お
、
正
喜
の
書
写
し
た
和
算
書
に
つ
い
て
は
、
東

北
大
学
附
属
図
書
館
に
五
点
、
日
本
学
士
院
に
三
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
後
者
は
目
録
に
拠
れ
ば
、
日
本
学
士
院
が
購
入
し
た
も
の
と
い
う
。
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
市
場
に
出
た
の
か
は
不
明
。

文
化
三
年
（
’
八
○
六
）
四
八
歳

二
月
二
四
日
、
４
６
３
『
契
情
買
虎
之
巻
』
（
矢
口
主
殿
）
、
六
月
七
日
、
１
４
０
『
東

海
道
中
膝
栗
毛
（
五
編
こ
（
矢
口
主
殿
）
、
九
月
二
○
日
～
一
○
月
六
日
、
１
１
３
２

『
増
補
愚
案
口
訣
』
（
矢
口
重
□
）
、
一
○
月
五
～
一
七
日
、
１
１
５
９
『
金
置
要
略
』

（
矢
口
主
殿
）
、
同
六
日
、
１
１
６
２
『
神
代
医
書
大
同
類
聚
方
』
（
矢
口
重
友
）
、
同

二
二
日
、
９
０
７
『
一
心
棚
卸
』
（
矢
口
氏
）
、
一
二
月
二
日
、
１
１
５
４
『
医
事
約
説
』

（
矢
口
主
殿
）
書
写
。

▼
１
４
０
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
は
こ
の
後
、
文
化
九
年
ま
で
断
続
的
に
書
写
。
な
お
、

奥
書
に
名
前
が
出
て
い
る
編
次
の
み
採
録
の
対
象
と
し
た
。

▼
そ
の
他
、
前
出
（
享
和
元
年
）
の
５
６
５
『
豊
臣
鎮
西
軍
記
』
第
四
冊
も
こ
の
年
の

書
写
。

▼
１
１
６
２
『
神
代
医
書
大
同
類
聚
方
』
の
奥
書
に
は
、
「
文
化
三
丙
寅
年
十
月
六
日

写
畢
上
州
碓
氷
郡
八
幡
村
矢
口
重
友
四
十
八
歳
書
」
と
あ
り
、
年
齢
か
ら
し
て
も

正
喜
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
享
和
二
年
か
ら
「
正
喜
」
の
使
用
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
、
再
度
、
正
喜
か
ら
重
友
に
戻
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
１
１
３
２
の
書
写

者
は
鼠
害
に
よ
り
、
末
尾
の
一
宇
が
読
み
取
れ
な
い
が
、
１
１
６
２
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
れ
も
「
重
友
」
か
。

▼
１
１
５
４
『
医
事
約
説
』
奥
書
に
「
矢
口
主
殿
四
十
七
歳
写
」
と
あ
る
。
「
四
十
八
」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
誤
記
か
。

文
化
四
年
（
’
八
○
七
）
四
九
歳

二
月
二
六
日
、
１
４
０
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
（
六
編
こ
（
矢
口
主
殿
）
、
三
月
九
日
、

１
３
６
４
『
新
撰
綴
術
（
上
巻
こ
（
矢
口
主
殿
）
、
１
０
７
１
「
新
撰
綴
術
（
下
巻
）
』
、

（
矢
口
主
殿
）
、
同
二
七
日
、
２
７
「
は
せ
を
発
句
評
林
』
（
矢
口
主
殿
）
、
四
月
六
日
、

１
４
１
『
鹿
島
紀
行
』
（
矢
口
主
殿
）
、
七
月
一
六
日
、
１
３
５
７
『
算
法
雑
記
』
（
矢
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口
主
殿
）
、
八
月
二
一
日
、
１
４
０
９
『
続
神
壁
算
法
』
（
矢
口
主
殿
）
、
九
月
三
日
、

１
９
９
『
漢
書
律
暦
志
』
（
矢
口
主
殿
）
、
同
六
日
、
１
３
５
８
『
算
法
雑
記
』
（
矢
口

主
殿
）
、
他
、
１
２
６
『
百
人
一
首
解
』
（
矢
口
主
殿
）
、
一
二
月
三
日
、
１
１
２
３
『
腹

證
奇
覧
／
後
篇
』
（
矢
口
主
殿
）

▼
１
３
５
８
『
算
法
雑
記
』
は
内
題
に
、
「
小
野
栄
重
写
本
之
写
／
矢
口
重
友
蔵
書
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
小
野
栄
重
と
の
間
に
蔵
書
の
貸
借
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
重
友
」

称
の
使
用
が
窺
え
る
。

文
化
五
年
（
’
八
○
八
）
五
○
歳

五
月
三
○
日
、
１
１
２
２
『
腹
證
奇
覧
』
（
矢
口
）
、
一
○
月
二
七
日
、
１
１
９
２
『
和

庵
遺
稿
』
（
正
喜
）
、
二
月
一
七
日
、
１
０
５
２
『
知
心
弁
疑
』
（
矢
口
）
、
一
二
月
七

日
、
１
２
０
２
『
民
家
分
量
記
』
（
矢
口
氏
）
書
写
。

▼
こ
の
年
か
ら
再
び
正
喜
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
文
化
四
年
ま
で
使
用
し

て
き
た
「
主
殿
」
の
称
は
以
降
使
用
さ
れ
な
い
。
同
年
に
父
並
保
が
段
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
正
式
に
「
丹
波
」
を
継
い
だ
と
い
う
こ
と
か
。
た
だ
し
、
正
喜
が
奥
書
に
「
丹

波
」
と
記
し
た
例
は
な
い
。
未
詳
。

▼
１
０
５
２
『
知
心
弁
疑
』
は
年
齢
を
記
さ
な
い
が
、
正
喜
が
こ
の
時
期
、
熱
心
に
書

写
し
て
い
る
心
学
の
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
喜
と
判
断
し
た
。

文
化
六
年
（
’
八
○
九
）
五
一
歳

正
月
三
日
、
９
１
２
『
手
嶋
先
生
四
書
口
教
』
（
矢
口
正
喜
）
、
二
月
一
三
日
、
１
１

８
９
『
民
家
童
蒙
解
』
（
矢
口
氏
）
、
同
二
五
日
、
８
６
５
『
鬼
は
外
』
（
矢
口
正
喜
）
、

四
月
二
日
、
９
４
２
『
有
喜
世
物
真
似
／
旧
観
帖
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
一
八
日
、
９

０
４
『
道
二
翁
四
篇
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
二
二
日
、
９
０
５
『
道
二
翁
道
話
五
篇
』

（
矢
口
正
喜
）
、
同
二
三
日
、
８
８
２
『
道
得
問
答
』
（
矢
口
正
喜
）
、
六
月
五
日
、
９

０
３
『
道
二
道
話
三
篇
』
（
矢
口
正
喜
）
、
七
月
二
日
、
１
０
９
『
知
寿
路
久
』
（
矢

口
正
喜
）
、
二
月
二
日
、
７
８
０
『
中
天
竺
巴
旦
嶋
記
』
（
矢
口
氏
）
書
写
。

▼
こ
の
年
の
筆
写
の
大
半
は
心
学
の
本
。

文
化
七
年
（
’
八
一
○
）
五
二
歳

二
月
二
八
日
、
１
４
０
『
続
膝
栗
毛
（
初
編
こ
（
矢
口
氏
正
喜
）
、
七
月
二
七
日
、

１
３
４
３
「
毬
閾
変
形
草
解
」
（
正
喜
）
・
１
３
６
８
『
精
要
算
法
角
術
解
』
（
正
喜
）
、

九
月
八
日
、
１
３
８
１
『
八
幡
宮
奉
納
算
法
額
面
写
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
二
七
日
、
１

３
６
１
『
上
方
下
菱
台
容
球
解
術
』
（
矢
口
正
喜
）
、
一
○
月
一
日
、
１
２
１
１
『
神
君

御
文
写
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
四
日
、
４
０
０
「
相
宅
小
鑑
』
（
矢
口
正
喜
）
、
二
月
八

日
、
１
３
８
２
『
奉
納
額
写
八
幡
宮
算
術
額
』
（
五
十
二
才
）
、
同
一
二
日
、
１
３
３
９

『
角
起
術
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
二
九
日
、
１
３
３
５
②
『
貸
金
年
賦
算
同
聞
書
』
（
正

喜
）
書
写
。

▼
他
、
『
八
幡
宮
奉
納
算
題
解
義
』
を
こ
の
年
著
す
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
（
注

９
）
。
な
お
、
文
化
七
年
は
小
野
栄
重
が
八
幡
宮
に
算
額
を
奉
納
し
た
年
。
ゆ
え
に
算

額
関
連
が
数
点
見
ら
れ
る
。

文
化
八
年
（
’
八
一
一
）
五
三
歳

二
月
一
二
日
、
１
３
６
０
『
拾
磯
算
法
容
術
解
／
精
要
算
法
容
術
解
／
梯
形
円
径
解
』

（
矢
口
正
喜
）
、
同
二
五
日
、
１
２
４
６
『
風
月
帖
三
篇
増
山
井
註
』
（
矢
口
正
喜
）
、

閏
二
月
七
日
、
１
３
９
９
『
研
幾
算
法
』
（
矢
口
正
喜
）
、
三
月
一
二
日
、
１
９
３
『
陰

陽
五
行
論
」
（
矢
口
正
喜
）
、
四
月
二
・
一
二
日
、
８
７
７
『
辻
語
月
見
夫
婦
褒
既
女

敵
討
』
（
矢
口
正
喜
）
、
六
月
一
三
日
、
１
３
５
９
『
算
法
桃
李
践
径
術
』
（
矢
口
正
喜
）
、

七
月
一
二
日
、
１
４
０
『
続
膝
栗
毛
（
二
編
こ
（
矢
口
正
喜
）
、
八
月
三
日
、
１
３
５

１
『
混
沌
式
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
六
日
、
１
３
３
２
『
演
段
三
率
』
（
矢
口
正
喜
）
・
１
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３
３
３
『
解
伏
題
之
法
』
（
矢
口
正
喜
）
、
九
月
一
日
、
８
８
１
『
商
人
夜
話
艸
』
（
矢

口
正
喜
）
、
同
二
七
日
、
１
４
１
３
『
和
漢
算
法
記
』
（
矢
口
正
喜
）
、
一
二
月
一
（
上
）

・
六
日
（
下
）
、
１
４
０
５
『
算
法
点
窟
指
南
』
（
矢
口
氏
正
喜
）
、
同
七
日
、
１
３
３

７
『
活
要
算
法
剰
一
術
弁
解
』
（
矢
口
正
喜
）
、
他
、
１
９
０
『
循
環
暦
』
（
矢
口
正
喜
）

書
写
。

▼
他
、
『
演
段
例
』
（
正
喜
）
を
書
写
（
日
本
学
士
院
蔵
、
目
録
番
号
五
二
五
）
。

文
化
九
年
（
’
八
一
二
）
五
四
歳

正
月
一
二
日
、
１
３
４
９
『
古
法
式
地
方
実
秘
録
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
一
六
日
、
８

６
５
『
諸
宗
鉄
槌
論
』
（
矢
口
正
喜
）
、
二
月
、
１
３
６
３
『
諸
法
根
源
』
（
矢
口
正
喜
）
、

三
月
一
二
日
、
１
３
３
８
『
嘉
言
先
生
活
要
算
法
熟
管
術
詳
解
聞
書
』
（
矢
口
正
喜
）
、

六
月
八
日
、
２
０
８
『
周
易
原
象
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
二
七
日
、
９
７
２
『
菜
譜
』
（
矢

口
正
喜
）
、
七
月
三
日
、
１
３
４
３
「
毬
關
変
形
草
中
心
狂
之
詳
解
」
（
矢
口
正
喜
）
、

同
七
日
、
１
３
４
６
『
鈎
股
方
圓
適
／
等
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
一
五
日
、
１
３
８
４
『
丁

未
算
法
雑
記
』
（
矢
口
正
喜
）
、
八
月
一
・
三
日
、
１
０
７
９
『
妙
術
博
物
筌
』
（
矢
口

正
喜
）
、
一
二
月
二
三
日
、
１
４
０
『
続
膝
栗
毛
（
三
編
こ
（
矢
口
正
喜
）
書
写
。

▼
他
、
『
算
法
演
段
品
彙
』
（
矢
口
正
喜
）
を
書
写
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
。

文
化
一
○
年
（
’
八
一
三
）
五
五
歳

正
月
四
日
、
１
３
９
２
『
算
術
／
開
式
新
法
』
（
矢
口
正
喜
）
、
五
月
二
日
、
９
１
８

『
心
学
教
諭
録
二
篇
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
二
日
、
１
３
６
６
『
精
要
算
法
諺
解
』

（
矢
口
正
喜
）
、
六
月
三
日
、
１
２
９
７
『
神
代
講
義
』
（
矢
口
正
喜
）
、
七
月
二
日
、

１
３
４
１
『
韓
信
点
兵
法
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
一
五
日
、
１
３
９
４
『
開
承
点
兵
算
法
』

（
矢
口
正
喜
）
、
同
二
三
日
、
１
５
９
５
『
孝
行
に
な
る
の
伝
授
・
銀
の
な
る
木
の
伝

授
』
（
矢
口
正
喜
）
、
八
月
二
○
日
、
１
３
７
９
『
極
数
術
適
尽
方
級
逐
乗
弁
解
』
（
正

喜
）
、
九
月
、
７
９
７
『
本
朝
象
渡
来
事
」
（
五
十
五
才
）
、
一
○
月
七
日
、
１
６
６
『
国

字
詩
階
梯
』
（
正
喜
）
、
一
○
月
一
二
日
、
１
３
５
６
『
算
法
解
見
題
』
（
矢
口
正
喜
）
、

同
一
三
日
、
１
３
４
４
『
球
内
九
球
術
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
三
○
日
、
１
５
８
３
『
児

女
教
訓
以
呂
波
歌
／
眠
覚
し
余
音
』
（
矢
口
正
喜
）
書
写
。

▼
他
、
『
綴
術
弁
解
』
（
矢
口
正
喜
）
、
『
精
要
算
法
諺
解
』
（
同
）
を
書
写
（
東
北
大
学

附
属
図
書
館
）
。

文
化
一
一
年
（
’
八
一
四
）
五
六
歳

五
月
一
日
、
９
７
０
『
小
笠
原
喉
方
産
屋
の
次
第
』
（
矢
口
正
喜
）
、
八
月
四
日
、
１

６
５
『
東
都
見
聞
記
』
（
矢
口
正
喜
）
・
６
１
８
『
色
紙
短
冊
書
法
』
（
矢
口
正
喜
）
、
九

月
二
七
日
、
１
０
５
『
和
歌
／
二
条
家
口
伝
／
飛
鳥
井
家
口
伝
』
（
矢
口
正
喜
）
、
一
二

月
二
～
三
日
、
１
４
０
０
『
算
経
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
一
三
日
、
１
３
８
３
『
榛
名
額

解
』
（
矢
口
正
喜
）
、
他
、
７
９
５
『
福
相
に
な
る
の
伝
受
』
（
矢
口
正
喜
）
書
写
。

文
化
一
二
年
（
’
八
一
五
）
五
七
歳

三
月
二
七
日
、
２
２
０
「
家
相
速
成
』
（
矢
口
正
喜
）
、
四
月
二
日
、
１
３
１
５
『
山

水
伝
／
新
造
内
裏
御
障
子
画
和
歌
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
一
四
日
、
１
１
８
８
『
日
光
御

法
会
二
付
御
触
書
之
写
』
（
正
喜
）
、
同
二
三
日
、
２
０
０
『
家
相
図
解
』
（
矢
口
氏
）
、

五
月
三
日
、
４
３
『
は
せ
を
句
解
参
考
』
（
正
喜
）
、
六
月
一
○
日
、
８
１
９
『
和
漢
文

藻
悪
語
抜
粋
』
（
矢
口
正
喜
）
書
写
。

文
化
一
三
年
（
’
八
一
六
）
五
八
歳

三
月
一
○
日
、
４
８
４
『
骨
董
集
（
上
編
上
中
下
）
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
一
七
日
、

１
４
３
『
骨
董
集
（
上
綿
下
後
）
』
（
矢
口
正
喜
）
、
四
月
二
八
日
、
１
１
４
『
小
倉
山

百
人
首
解
』
（
矢
口
正
喜
）
、
五
月
八
日
、
１
０
６
『
古
今
和
歌
集
切
紙
伝
』
（
矢
口
正

喜
）
、
閏
八
月
一
六
日
、
１
５
０
１
『
安
心
成
仏
宝
撤
取
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
一
八
日
、
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文
政
二
年
（
’
八
一
九
）
六
一
歳

三
月
二
三
日
、
９
１
６
『
心
学
問
答
』
（
矢
口
正
喜
）
、
四
月
二
日
、
８
９
３
『
冨

士
野
往
来
』
（
矢
口
正
喜
）
、
閨
四
月
一
六
日
、
１
１
６
９
『
産
方
口
事
』
（
矢
口
正
喜
）

書
写
。

▼
他
、
『
算
術
解
」
（
矢
口
正
喜
）
を
書
写
（
日
本
学
士
院
蔵
、
目
録
番
号
三
八
八
二
。

▼
同
年
六
月
に
正
喜
残
。

１
４
８
０
『
月
次
句
競
』
（
矢
口
正
喜
）
、
一
二
月
七
日
、
１
３
６
７
『
精
要
算
法
下
巻

七
問
解
』
（
矢
口
正
喜
）
、
同
九
日
、
１
３
８
５
『
歩
術
』
（
矢
口
正
喜
）
書
写
。

文
化
一
四
（
’
八
一
七
）
五
九
歳

正
月
一
三
日
、
１
０
２
２
『
釜
は
ら
い
』
（
矢
口
正
喜
）
、
二
月
二
日
、
３
３
『
正
風

俳
譜
奥
之
捷
逵
』
（
矢
口
正
喜
）
、
１
５
６
『
上
野
国
多
胡
郡
／
八
束
羊
大
夫
実
録
』
（
矢

口
正
喜
）
、
他
、
７
９
２
『
東
国
旅
行
談
」
（
矢
口
正
喜
）
、
９
２
０
『
本
佐
録
』
（
矢
口

正
喜
）
書
写
。

▼
１
５
６
『
上
野
国
多
胡
郡
／
八
束
羊
大
夫
実
録
』
は
上
毛
の
古
碑
、
多
胡
碑
に
関
す

る
も
の
。
矢
口
家
に
は
多
胡
碑
の
拓
本
用
の
板
木
と
見
ら
れ
る
も
の
も
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
関
心
が
窺
わ
れ
る
。

文
政
元
年
（
’
八
一
八
）
六
○
歳

正
月
二
九
日
、
１
５
１
４
『
旧
聞
伝
説
利
根
吾
妻
両
郡
』
（
矢
口
正
喜
）
、
二
月
一

日
、
１
５
１
５
『
高
崎
御
領
分
町
在
由
緒
書
』
（
矢
口
正
喜
）
、
五
月
二
三
日
、
１
２
７

２
『
石
城
明
伝
」
（
矢
口
正
喜
）
、
一
○
月
二
日
、
１
３
４
７
『
三
角
燥
術
／
解
術
」
（
矢

２
『
石
城
明
伝
」
（
矢
口
正
喜
）
、
一
○
月
二
日
、
１
３
４
７
『
三
角
燥
術
／
解
術

口
氏
）
、
一
二
月
二
一
日
、
１
３
７
５
『
側
円
中
容
方
雑
解
』
（
矢
口
氏
）
書
写
。

年
表
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
の
は
以
上
。
他
に
年
次
未
詳
の
も
の
と
し
て
、
８
８
９

「
古
状
揃
』
（
矢
口
主
殿
）
、
１
２
６
９
『
敵
討
膏
薬
奴
記
』
（
矢
口
主
殿
）
、
１
３
１
０

『
伊
勢
参
宮
／
生
年
二
寄
テ
善
悪
之
事
』
（
矢
口
主
殿
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
一

多
が
主
殿
を
称
し
た
例
も
あ
る
た
め
、
厳
密
に
は
正
喜
の
書
写
と
定
め
ら
れ
な
い
。

以
下
、
正
喜
の
筆
写
の
特
色
を
ま
と
め
れ
ば
、
若
年
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
、
実
録
の

筆
写
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
天
明
七
年
の
栄
重
の
算
額
奉
納
を
契
機

と
し
て
和
算
書
が
大
き
い
割
合
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
他
、
寛
政
十
二
年
ご
ろ
か
ら
の

医
書
の
筆
者
も
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
筆
写
の
速
度
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
速
度
は
書
物
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
が
ら
、

た
と
え
ば
、
１
１
１
５
『
和
州
小
泉
／
敵
討
親
子
塚
』
の
奥
書
に
「
天
明
四
甲
辰
歳
三

月
十
五
日
ョ
リ
同
十
七
日
朝
五
時
筆
止
」
と
あ
る
。
１
１
１
５
は
大
本
一
冊
四
八
丁
。

二
日
か
ら
数
日
が
基
本
か
。
た
だ
し
早
い
場
合
は
一
冊
の
本
を
一
日
で
書
写
す
る
例
も

あ
る
。
ま
た
、
筆
写
の
順
序
は
必
ず
し
も
一
巻
（
初
編
）
か
ら
順
を
追
っ
て
、
と
い
う

形
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
興
味
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
筆
写
を
す
す
め
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
か
。

い
つ
さ
ん

正
喜
に
次
い
で
重
要
な
の
は
、
正
喜
の
嫡
男
、
一
多
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
一
多
の

筆
写
に
つ
い
て
は
す
で
に
金
田
房
子
「
矢
口
一
多
年
譜
稿
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀

要
』
文
学
研
究
篇
第
三
九
号
〈
二
○
一
三
・
三
〉
）
に
丁
寧
に
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
の

で
、
こ
こ
で
は
改
め
て
整
理
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
矢
口
一
三
、
天
明
七
年
生
。
名
を

以
真
、
通
称
を
牧
太
郎
。
八
幡
八
幡
宮
の
神
職
を
務
め
、
丹
波
正
を
称
し
た
。
初
号
は

涼
風
、
の
ち
一
多
、
ま
た
生
々
・
生
々
居
・
生
々
庵
・
生
々
館
と
も
。
俳
譜
宗
匠
・
寺

三
、
正
喜
と
一
参
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子
屋
宗
匠
と
し
て
在
村
文
化
を
担
っ
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
残
。
享
年
八
十
七

歳
。

た
だ
し
、
本
号
収
載
の
目
録
に
は
金
田
稿
以
降
の
調
査
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、

筆
写
等
に
つ
い
て
は
以
下
を
追
加
で
き
る
。

寛
政
十
二
年
、
十
四
歳
の
と
き
に
、
１
４
６
『
平
家
物
語
（
巻
九
こ
（
矢
口
牧
太
郎
）
、

１
５
２
『
安
中
松
井
田
之
城
主
記
」
（
矢
口
牧
太
郎
）
を
書
写
。

嘉
永
五
年
二
八
五
二
）
、
六
十
六
歳
の
と
き
に
、
１
５
６
０
『
義
之
十
七
帖
（
他

二
点
こ
（
生
々
居
一
多
）
を
書
写
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
六
九
歳
の
と
き
、
６
９
８
『
明
和
鍛
冶
殺
報
実
録
』
、
裏

見
返
し
に
「
維
時
安
政
二
年
乙
卯
七
月
日
、
矢
口
以
真
所
持
也
」
と
あ
り
、
同
書
を
入

手
し
た
か
。

他
、
年
次
未
詳
だ
が
、
矢
口
以
真
の
奥
書
を
持
つ
、
１
１
１
７
『
丹
後
国
宮
津
百
姓

弥
左
衛
門
娘
敵
討
実
録
』
あ
り
。

ま
た
金
田
稿
の
指
摘
す
る
一
多
の
初
号
「
涼
風
」
だ
が
、
６
１
『
〔
南
岡
庵
点
発
句

集
〕
』
で
は
、
位
づ
け
に
「
天
蓼
風
」
と
あ
る
が
、
本
文
に
は
出
て
こ
な
い
。
か
わ

り
に
「
涼
風
」
が
頻
出
。
あ
る
い
は
「
蓼
風
」
と
書
く
こ
と
も
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
一
多
の
筆
写
に
つ
い
て
は
、
正
喜
の
指
導
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
４
６

５
『
田
舎
荘
子
外
篇
』
は
、
一
多
（
牧
太
郎
）
の
奥
書
の
あ
る
最
も
古
い
も
の
だ
が
、

そ
の
奥
書
に
、

寛
政
十
一
未
年
「
何
月
何
日
」

上
埜
国
碓
氷
郡
八
幡
邑
矢
口
牧
太
郎
書
之
「
拾
四
歳
時
」

「
（
花
押
）
」

と
あ
る
【
図
１
】
。
「
」
内
は
墨
の
濃
淡
が
異
な
り
、
後
で
書
き
足
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
「
何
月
何
日
」
と
い
う
表
現
が
解
せ
な
い
。
思
う
に
、
こ
れ
は
筆
写
の

指
導
で
は
な
か
ろ
う
か
。
正
喜
が
、
若
き
牧
太
郎
の
は
じ
め
て
筆
写
し
た
書
物
に
、
日

付
、
年
齢
、
花
押
を
付
す
べ
き
と
教
示
す
る
意
図
で
、
「
何
月
何
日
」
等
を
書
き
加
え

た
も
の
と
解
し
た
い
。

ま
た
、
大
竹
茂
雄
「
矢
口
家
蔵
の
和
算
書
」
（
「
群
馬
県
和
算
研
究
会
会
報
」
第
一
五

号
、
一
九
八
○
・
二
）
は
、

む
れ
よ
し

榛
名
町
下
里
見
の
中
曽
根
家
に
あ
る
中
曽
根
宗
郁
の
蔵
書
約
三
○
○
冊
の
和
算

書
の
中
に
、
弘
化
二
年
か
ら
同
四
年
の
間
に
写
し
た
稿
本
が
三
○
冊
ほ
ど
あ
る
。

そ
の
大
部
分
は
宗
祁
以
外
の
同
一
人
の
筆
跡
で
あ
る
。
宗
郁
の
孫
の
慎
平
翁
が
生

前
に
話
し
て
呉
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
写
本
は
八
幡
八
幡
宮
の
神
主

で
あ
っ
た
「
丹
波
さ
ま
」
に
頼
ん
で
書
い
て
貰
っ
た
の
だ
と
い
う
。
「
丹
波
さ
ま
」

は
字
を
書
く
の
が
早
く
て
、
一
冊
の
和
算
書
を
一
晩
で
写
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
（
中
略
）
さ
て
初
め
に
述
べ
た
中
曽
根
宗
郁
が
写
本
を
頼
ん
だ
「
丹
波
さ
ま
」

は
正
喜
の
嫡
子
の
以
真
で
あ
る
。
以
真
は
一
多
と
号
し
た
俳
句
の
達
人
で
も
あ
っ

た
。
宗
祁
は
矢
口
家
の
和
算
書
を
借
り
て
勉
強
し
、
自
分
で
写
し
た
ほ
か
に
以
真

に
も
写
本
を
頼
ん
だ
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
、
一
多
は
筆
写
が
早
く
、
中
曽
根
宗
郁
に
頼
ま
れ
、
三
十
冊
の
和
算
書
を
書
写
し
た

こ
と
を
述
べ
る
。
中
曽
根
宗
郁
は
文
政
七
年
生
、
明
治
三
十
九
年
段
。
関
流
の
和
算
家

で
小
野
栄
重
の
学
統
に
連
な
る
（
注
四
。
安
政
七
年
に
は
八
幡
八
幡
宮
に
算
額
も
奉
納

し
て
い
る
。
こ
の
談
話
は
一
多
の
正
喜
譲
り
の
筆
写
の
速
度
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

写
本
の
数
で
は
正
喜
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
正
喜
の
行
っ
た
筆
写
活
動
は
確
実
に
一
多

に
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
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矢
口
要
之
祐
１
５
２
６
『
仮
名
手
本
集
』
に
名
前
が
出
る
。
正
喜
次
男
（
一
多
の

弟
）
、
「
榛
名
山
東
坊
聟
養
子
ト
ナ
ル
」
（
文
書
２
１
７
『
〔
矢
口
家
系
図
こ
）
。

矢
口
柾
太
郎
明
治
元
年
の
７
４
１
『
〔
諄
法
問
答
集
〕
』
に
名
前
が
出
る
。
近
代
の

系
図
に
拠
れ
ば
龍
太
郎
父
と
い
う
。
『
〔
三
浦
家
・
矢
口
家
系
譜
〕
』
（
文
書
６
０
３
）
は

利
泰
と
す
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
「
矢
口
丹
波
同
村
実
縁
方
篠
原
平
左
衛
門
男
。
養

子
ニ
来
」
と
あ
る
。
一
多
養
子
。
な
お
、
｜
多
の
一
女
、
屋
恵
に
つ
い
て
は
「
高
崎
駅

士
族
内
田
五
郎
兵
衛
へ
嫁
ス
」
と
あ
る
。

矢
口
龍
太
郎
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
の
、
１
５
５
８
『
臨
池
制
誼
式
目
』

に
名
前
が
出
る
。
柾
太
郎
長
男
。

矢
口
正
治
明
治
一
四
年
の
１
３
８
９
『
算
法
雑
記
』
に
名
前
が
出
る
。
一
多
曾
孫

（
龍
太
郎
の
子
）
。

矢
口
丹
司
明
治
二
六
年
の
１
６
１
７
『
化
学
書
』
に
名
前
が
出
る
。
柾
太
郎
五
男
。

十
八
（
マ
マ
）
才
卒
ス
」
と
あ
り
（
文
書
６
０
４
『
〔
矢
口
家
系
図
こ
）
。

四
、
そ
の
他
の
写
本
露
）
３
３
７
『
玄
峯
集
』
（
大
蕗
）
、
１
１
０
１
『
禺
碑
』
（
岱
蕗
）
な
ど
の
奥
書
に
名

前
が
出
る
「
大
露
」
と
は
、
近
郷
の
俳
人
、
金
井
岱
路
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
残
）

そ
の
他
に
も
矢
口
姓
の
奥
書
が
数
点
存
在
す
る
。
系
図
を
参
照
し
つ
つ
言
及
し
た
い
。
か
（
注
哩
。
岱
路
と
矢
口
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
詳
。
な
ん
ら
か
の
交
流
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
か
。

矢
口
松
五
郎
１
５
６
３
『
古
手
本
』
に
「
天
明
二
年
寅
正
月
廿
日
矢
口
松
五
郎
」

と
あ
り
。
系
図
に
拠
れ
ば
、
並
保
三
男
（
長
男
は
正
喜
）
、
「
剣
崎
邑
養
子
。
早
世
。
廿
お
わ
り
に

こ
の
他
の
矢
口
姓
の
人
物
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
未
詳
（
注
Ｕ
◎
な
お
、
所
蔵
識

語
や
書
入
れ
に
出
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。

ま
た
、
８
５
『
風
雅
辨
」
（
大
露
）
、
１
２
８
『
〔
東
奥
多
賀
古
城
〕
壷
碑
帖
』
（
金
大

以
上
、
矢
口
家
の
筆
写
活
動
に
つ
い
て
現
在
判
明
し
た
限
り
で
概
略
を
述
べ
た
。
写

本
群
の
中
核
は
正
喜
の
筆
写
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
正
喜
の
筆
写
は
、
子
の
一

多
に
も
受
け
継
が
れ
た
。
し
か
し
、
一
参
の
後
の
収
集
は
や
や
散
発
的
で
ま
と
ま
っ
た

も
の
と
は
い
え
な
い
。

正
喜
の
筆
写
活
動
と
文
芸
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
い
え
ば
、
や
は
り
実
録
の
筆
写
が

注
目
さ
れ
る
。
地
方
の
知
識
層
が
実
録
と
い
う
文
芸
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
そ
れ

を
ど
う
享
受
し
て
き
た
か
を
編
年
体
で
跡
付
け
ら
れ
る
矢
口
家
の
蔵
書
は
大
変
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
２
８
５
『
播
州
皿
屋
鋪
』
、
９
４
８
「
〔
黄
表
紙
集
こ
に
は
、
借
り
た
本
を

矢
口
氏
（
ま
た
は
牧
太
郎
方
）
へ
返
却
す
る
よ
う
に
と
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
に
拠
れ
ば
、
本
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
正
喜
や
一
多
が
筆
写
し

た
本
に
は
、
医
書
や
家
相
、
暦
占
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
地
域
の
人
々
の
相

談
に
応
え
る
こ
と
を
旨
と
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
上
毛
関
連
の
古
典

籍
も
多
数
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
文
化
的
な
拠
点
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
、
地
域
の
文
化
的
な
拠
点
と
し
て
、
矢
口
家
が
ど
う
機
能
し
て
い
た
か
を
解
き
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注
（
１
）
平
凡
社
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
群
馬
県
の
地
名
』
「
八
幡
八
幡
宮
」
の
項
参
照
。

（
２
）
書
画
に
つ
い
て
は
未
整
理
。
文
書
は
高
崎
市
史
編
纂
室
が
「
矢
口
米
三
家
文
書
」
と
し
て

目
録
に
し
て
い
る
。
な
お
、
「
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
蔵
書
目
録
」
の
う
ち
に
は
、
内
容
的
に

文
書
と
見
な
し
う
る
も
の
も
数
点
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
で
は
古
典
籍
に
准
じ
て
扱
っ
た
。

（
３
）
目
録
番
号
の
上
で
は
一
六
三
九
点
を
数
え
る
が
、
三
四
四
、
一
四
一
九
か
ら
一
四
二
五
、

明
か
す
こ
と
で
、
今
回
充
分
に
説
き
及
べ
な
か
っ
た
歌
書
や
俳
書
、
ま
た
板
本
の
収
集

と
の
関
連
な
ど
は
少
し
づ
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
基

礎
作
業
と
し
て
写
本
の
奥
書
に
つ
い
て
述
べ
た
次
第
で
あ
る
。

【
図
１
－

／－

…需雪=､零下可
苛守且一再一■q▽詞

､Rj､Rj

〃

ｔ
ｉ
１
ｄ
１
ｌ
ｌ

早
１

蕊
や
一
糸
糸
恥
仰
駕
ソ
伽

専

ｊ

電

■

ご

ｑ
刀

４
１
１
合
１
１
１

早
１

蕊
紗
一
糸
糸
恥
仰
駕
ソ
伽

専

ｊ

電

暢
蓮

g向

‘蕊
､､

(､リI 、、

一
五
九
一
が
欠
番
。
ま
た
ひ
と
つ
の
整
理
番
号
で
二
点
以
上
の
書
物
を
収
載
す
る
場
合
（
二

九
九
、
四
二
四
、
四
四
七
、
六
四
三
、
六
五
○
）
も
あ
り
、
盤
理
す
る
と
一
六
三
五
点
と

な
る
。

（
４
）
山
本
一
コ
や
ま
ひ
め
に
」
類
臘
百
首
の
伝
本
に
つ
い
て
」
（
『
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域

学
校
教
育
学
類
紀
要
』
二
号
、
二
○
一
○
・
二
）
。
大
久
保
順
子
弓
続
著
聞
集
』
解
題
」
（
『
仮

名
草
子
集
成
』
四
十
六
巻
）
。
小
二
田
誠
二
「
怪
談
物
実
録
の
位
相
」
（
長
谷
川
強
編
『
近

世
文
学
傭
倣
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
）
。

（
５
）
矢
口
米
三
家
文
書
に
は
三
種
の
矢
口
家
系
図
（
文
書
２
１
７
，
６
０
３
，
６
０
４
）
が
収

ま
る
。
記
述
に
細
か
な
差
異
が
あ
る
が
、
相
補
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
『
名
謁
』
（
文
書
６
８
４
）
に
拠
る
．

（
７
）
『
日
本
人
名
恥
典
』
お
よ
び
『
安
中
市
史
』
に
拠
っ
た
。

（
８
）
一
多
と
岩
井
箪
遠
の
交
流
に
つ
い
て
は
金
田
房
子
「
矢
口
一
参
年
粥
稿
」
注
５
参
照
。

（
９
）
前
掲
和
算
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、
「
矢
口
正
喜
編
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
。
原
本
未
見
。

（
四
『
関
流
宗
統
八
伝
中
曽
根
宗
郁
ｌ
生
涯
と
業
績
ｌ
』
（
中
曽
根
慎
吾
、
一
九
七
五
）
。

Ｅ
）
正
喜
よ
り
後
の
代
の
人
名
に
つ
い
て
、
判
明
し
て
い
る
限
り
を
挙
げ
る
。
ま
ず
正
喜
の
子

か
ら
。一

女
谷
（
文
書
６
０
３
で
は
、
橘
女
か
）

二
男
主
殿
（
一
参
を
さ
す
）

三
男
要
之
助

四
女
キ
サ

五
女
不
与
（
以
上
、
文
書
６
０
４
『
〔
矢
口
家
系
図
〕
』
に
拠
る
）

一
多
妻
は
「
ま
さ
」
、
一
女
は
「
や
ゑ
」
と
い
う
。
他
に
子
は
な
く
、
養
子
柾
太
郎
（
利
泰
）

の
子
に
つ
い
て
は
、

一
男
龍
太
郎

二
男
光
太
郎
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【
附
記
】
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」

（
平
成
二
三
年
度
～
二
五
年
度
）
の
一
環
と
し
て
、
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
担
当
チ
ー
ム
の

七
男
丹
司
（
以
上
、

が
系
図
よ
り
知
ら
れ
る
。

（
吃
）
『
上
州
の
俳
譜
』
（
あ
《

係
の
書
物
と
し
て
、
６

れ
る
。

調
査
研
究
を
通
じ
て
得
た
成
果
を
も
と
に
、
紅
林
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

六
男
憲
司

五
男
登
喜
次
郎

三
女
す
ま

四
女
ふ
み

（
あ
か
ぎ
出
版
、
一
九
九
二
）
に
拠
る
。
他
、
奥
書
で
は
な
い
が
岱
路
関

６
３
『
吾
妻
社
奉
納
』
、
５
１
２
『
〔
大
蕗
俳
文
集
〕
』
な
ど
が
挙
げ
ら

文
書
６
０
３
『
〔
三
浦
家
・
矢
口
家
系
譜
こ
に
拠
る
）
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